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「
西
澤
蘭
陵
の
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

与
野
○
六

蘭
陵
西
澤
翁
墓
碑
銘

前
田
利
豁

芳
野
金
陵

中
西
孚

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

窪
世
祥

嘉
永
四
・
一
八
五
一

本
町
東

長
伝
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
西
澤
曠
野
の
長
男
で
あ
る
西
澤
蘭
陵
の
墓
碑
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

篆
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分
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◎
碑
記

居
多
累
窟
廢
舉
逐
利
而
汁
賑
急
濟
厄
惡
善
名
入
耳
又
能
賦
詩
言
志
間
遠
温
粹
足
以
奪
風
雅

之
幟
者
非
其
胸
中
開
拓
別
有
悠
々
間
日
月
豈
汁
然
㦲
如
吾
父
執
蘭
陵
翁
葢
其
人
也
翁
以
嘉

永
四
年
辛
忘
正
月
十
一
日
易
簀
既
葬
弟
淵
齋
先
生
揮
涙
語
予
曰
吾
兄
半
世
在
吾
家
其
相
依

猶
形
與
影
今
惠
若
舎
吾
而
逝
矣
請
銘
以
賁
玄
宅
嗟
乎
予
聞
父
者
熟
于
耳
視
行
者
熟
于
目
何

可
得
而
辭
翁
諱
匍
字
子
光
通
稱
儀
右
衞
門
芸
蘭
陵
西
澤
氏
武
藏
足
立
郡
與
野
村
人
考
諱
周

妣
山
口
氏
考
夙
學
平
洲
先
生
以
博
學
敦
行
聞
内
外
孫
檠
四
十
餘
人
家
範
不
巖
而
粛
毎
旦
率

弟
子
入
祠
堂
島
香
拜
跪
誦
孝
經
而
後
就
食
永
以
為
家
訓
誦
讀
之
聲
至
今
琅
々
然
孝
子
順
孫

之
繩
々
蟄
々
良
有
以
也
翁
少
凝
雋
亦
學
平
洲
讀
書
精
敏
詩
才
尤
驁
觸
境

出
甞
自
試
才
一

夜
賦
百
首
平
洲
竒
驚
曰
才
葆
彬
欝
足
敵
祗
南
海
由
是
詩
名
噪
一
社
矣
翁
軀
幹
鴻
大
儀
觀
甚

偉
而
噐
宇
寛
朴
和
氣
薫
人
其
事
親
也
愉
色
婉
容
根
於
中
心
弟
妹
八
人
友
于
之
情
藹
々
如
也

雅
淡
于
世
味
洒
然
如
書
生
與
名
流
魁
士
游
賽
花
賞
月
快
飮
嘯
傲
不
復
覺
風
塵
之
丘
堆
而
山

積
也
癌
罹
災
家
産
不
振
然
視
人
災
患
傾
筐
救
之
毫
無
徳
色
焉
翁
夙
有
大
志
以
數
竒
終
不
得

一
展
能
素
境
而
逝
乘
化
而
遊
未
甞
以
此
概
神
滑
和
既
老
健
歩
壯
啖
無
衰
頽
之
容
焉
甞
軽
装

履
芒
放
浪
關
西
諸
州
登
崇
嶽
航
巨
海
狭
徃
賦
詩
揮
毫
飽
快
覩
大
觀
而
後
歸
時
年
七
十
四
矣

予
先
人
耿
介
不
喜
汎
交
翁
兄
弟
外
所
善
不
過
三
四
人
甞
客
翁
家
二
年
嘖
々
稱
髙
義
雅
量
言

猶
在
耳
而
先
人
墓
木
已
拱
矣
翁
長
于
先
人
一
嵗
而
壽
且
健
如
是
毎
一
謁
翁
既
喜
翁
之
遐
齢

又
悲
先
人
之
不
脩
俯
仰
之
間
未
甞
不
喜
悲
紛
然
也
噫
思
先
人
而
不
可
見
時
或
謁
父
執
得
聞

先
人
行
事
何
樂
加
之
而
後
先
蜑
木
唯
有
二
翁
今
翁
亦
逝
豈
特
先
生
之
悲
耶
翁
娶
尾
崎
氏
生

三
男
五
女
長
文
善
疾
二
男
皆
夭
養
来
野
村
窪
氏
子
善
配
以
第
三
女
嗣
家
長
女
適
勝
田
氏
次
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女
保
坂
氏
餘
皆
夭
尾
崎
氏
先
歿
再
娶
平
松
氏
生
四
女
長
嫁
梶
木
氏
次
女
玉
井
玄
仲
三
女
深

谷
氏
次
夭
歿
年
八
十
五
塟
貞
樹
山
先
塋
次
銘
曰

倏
爾
而
來
莫
然
而
徃
其
孰
使
之
維
理
之
常
君

徃
矣
其
德
維
荻
告
雲
與
仍
孝
思
嗣
慶

田
中
儒
員
金
陵
芳
野
育

日
官
屬
生
中
西
孚
書

從
五
位
下
菅
原
朝
臣
前
田
利
豁
隷

弟
昆

常
建

窪
世
祥

＊
異
体
字
な
ど

○
汁

能
。

○
㦲

哉
。

○
葢

蓋
。

○
忘

亥
。

○
惠

汜
。

○
匍

謙
。

○
芸

號
。

○
檠

凡
。

○

流
。

○
葆

華
。

○
噐

器
。

○
竒

奇
。

○
甞

嘗
。

○
狭

所
。

○
嵗

歳
。

○
蜑

就
。

○
塟

葬
。

○

雖
。

○
来

我
。

○
荻

光
。

○

撰
。
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■
訳
注

◎
題
額

蘭
陵
西
澤
翁
墓
碣
銘

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

居
多
累
窟
、
廢
舉
逐
利
、
而
能
賑
急
濟
厄
、
惡
善
名
入
耳
。

又
能
賦
詩
言
志
、
間
遠
温
粹
、
足
以
奪
風
雅
之
幟
者
。

非
其
胸
中
開
拓
、
別
有
悠
々
間
、
日
月
豈
能
然
哉
。

如
吾
父
執
蘭
陵
翁
蓋
其
人
也
。

翁
以
嘉
永
四
年
辛
亥
正
月
十
一
日
、
易
簀
既
葬
。

弟
淵
齋
先
生
揮
涙
語
予
曰
、

吾
兄
半
世
在
吾
家
、
其
相
依
猶
形
與
影
。

今
汜
若
、
舎
吾
而
逝
矣
。

請
銘
以
賁
玄
宅
。

嗟
乎
、
予
聞
父
者
熟
于
耳
、
視
行
者
熟
于
目
、
何
可
得
而
辭
。

翁
諱
謙
、
字
子
光
、
通
稱
儀
右
衞
門
、
號
蘭
陵
、
西
澤
氏
。

武
藏
足
立
郡
與
野
村
人
。

考
諱
周
、
妣
山
口
氏
。

考
夙
學
平
洲
先
生
、
以
博
學
敦
行
聞
。

内
外
孫
凡
四
十
餘
人
。

家
範
不
巖
而
肅
。

毎
旦
率
弟
子
、
入
祠
堂
島
香
拜
跪
、
誦
孝
經
。

而
後
就
食
。
永
以
爲
家
訓
。

誦
讀
之
聲
、
至
今
琅
々
然
。

孝
子
順
孫
之
繩
々
蟄
々
、
良
有
以
也
。

翁
少
凝
雋
、
亦
學
平
洲
、
讀
書
精
敏
、
詩
才
尤
驁
、
觸
境
流
出
。

嘗
自
試
、
才
一
夜
賦
百
首
。

平
洲
奇
驚
曰
、
才
華
彬
欝
、
足
敵
祗
南
海
。

由
是
詩
名
噪
一
社
矣
。

翁
軀
幹
鴻
大
、
儀
觀
甚
偉
、
而
器
宇
寛
朴
、
和
氣
薫
人
。

其
事
親
也
、
愉
色
婉
容
根
於
中
心
、
弟
妹
八
人
、
友
子
之
情
藹
々
如
也

雅
淡
、
于
世
味
洒
然
如
書
生
。

與
名
流
魁
士
游
、
賽
花
賞
月
、
快
飮
嘯
傲
、
不
復
覺
風
塵
之
丘
堆
而
山
積
也
。

癌
罹
災
家
産
不
振
、
然
視
人
災
患
、
傾
筐
救
之
、
毫
無
徳
色
焉
。

翁
夙
有
大
志
、
以
數
奇
、
終
不
得
一
展
。

能
素
境
而
逝
、
乘
化
而
遊
、
未
嘗
以
此
概
神
滑
和
。

既
老
、
健
歩
壯
啖
、
無
衰
頽
之
容
焉
。

嘗
輕
装
履
芒
、
放
浪
關
西
諸
州
、
登
崇
嶽
航
巨
海
、
所
徃
賦
詩
揮
毫
、
飽
快
覩
大
觀
而
後
歸
。

時
年
七
十
四
矣
。

予
先
人
、
耿
介
不
喜
汎
交
。
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翁
兄
弟
外
所
善
不
過
三
四
人
。

嘗
客
翁
家
二
年
、
嘖
々
稱
髙
義
雅
量
、
言
猶
在
耳
。

而
先
人
墓
木
已
拱
矣
。

翁
長
于
先
人
一
歳
、
而
壽
且
健
如
是
。

毎
一
謁
翁
、
既
喜
翁
之
遐
齡
、
又
悲
先
人
之
不
脩
俯
仰
之
間
、
未
嘗
不
喜
悲
紛
然
也
。

噫
、
思
先
人
而
不
可
見
。

時
或
謁
父
執
得
聞
先
人
行
事
、
何
樂
加
之
。

而
後
先
就
木
、
唯
有
二
翁
。

今
翁
亦
逝
。
豈
特
先
生
之
悲
耶
。

翁
娶
尾
崎
氏
生
三
男
五
女
。

長
文
善
、
疾
、
二
男
、
皆
夭
。

養
我
野
村
窪
氏
子
善
、
配
以
第
三
女
、
嗣
家
。

長
女
適
勝
田
氏
、
次
女
保
坂
氏
。

餘
皆
夭
。

尾
崎
氏
先
歿
。
再
娶
平
松
氏
、
生
四
女
。

長
嫁
梶
木
氏
、
次
女
玉
井
玄
仲
、
三
女
深
谷
氏
、
次
夭
。

歿
年
八
十
五
、
葬
貞
樹
山
先
塋
次
、

銘
曰

倏
爾
而
來
、
莫
然
而
徃
。

其
孰
使
之
、
維
理
之
常
。

君
雖
徃
矣
、
其
德
維
光
。

告
雲
與
仍
、
孝
思
嗣
慶
。

田
中
儒
員
金
陵
芳
野
育
撰
。

日
官
屬
生
中
西
孚
書
。

從
五
位
下
菅
原
朝
臣
前
田
利
豁
隷
。

弟
昆
常
建
。

窪
世
祥
刻
。

●
訓
訳

◎
題
額

蘭
陵
西
澤
翁
の
墓
の
碣
銘

◎
碑
記

累
窟
に
多
く
居
り
、
廢
舉
し
て
利
を
逐
ひ
て
、
而
し
て
能
く
急
を
賑
は
し
厄
を
濟
ふ
は
、
惡
善
の
名
耳

お

に
ぎ

す
く

に
入
る
。

又
た
能
く
詩
を
賦
し
志
を
言
ふ
も
、
間
々
温
粹
に
遠
ざ
か
れ
ば
、
以
て
風
雅
の
幟
を
奪
ふ
に
足
る
者
な
り
。

其
の
胸
中
開
拓
し
て
、
別
に
悠
々
の
間
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
日
月
も
豈
に
能
く
然
ら
ん
や
。

吾
が
父
執
蘭
陵
翁
の
ご
と
き
は
蓋
し
其
の
人
な
り
。

翁

嘉
永
四
年
辛
亥
正
月
十
一
日
を
以
て
、
簀
を
易
へ
既
に
葬
ら
る
。

さ
く

か

弟
の
淵
齋
先
生

涙
を
揮
ひ
て
予
に
語
り
て
曰
く
、

吾
が
兄

半
世
吾
が
家
に
在
り
、
其
の
相
ひ
依
る
こ
と
猶
ほ
形
と
影
と
の
ご
と
し
。
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今
汜
若
と
し
て
、
吾
を
舎
て
て
逝
け
り
。
銘
を
請
ふ
、
以
て
玄
宅
を
賁
ら
ん
、
と
。

す

ゆ

か
ざ

嗟
乎
、
予

父
を
聞
く
は
耳
に
熟
し
、
行
を
視
る
は
目
に
熟
せ
り
、
何
ぞ
得
て
辭
す
べ
け
ん
や
。

あ

あ

翁
、
諱
は
謙
、
字
は
子
光
、
通
稱
は
儀
右
衞
門
、
號
は
蘭
陵
、
西
澤
氏
な
り
。

武
藏
足
立
郡
與
野
村
の
人
。

考
は
諱
は
周
、
妣
は
山
口
氏
な
り
。

考

夙
に
平
洲
先
生
に
學
び
、
博
學
敦
行
を
以
て
聞
こ
ゆ
。

内
外
孫
凡
そ
四
十
餘
人
あ
り
。

家
範
巖
な
ら
ざ
る
も
肅
な
り
。

毎
旦
弟
子
を
率
ゐ
て
祠
堂
に
入
り
、
香
を
島
き
て
拜
跪
し
、
孝
經
を
誦
す
。

た

而
し
て
後
に
食
に
就
く
。
永
く
以
て
家
訓
と
な
す
。

誦
讀
の
聲
、
今
に
至
る
も
琅

々

然
た
り
。

ら
う
ら
う
ぜ
ん

孝
子
順
孫
の
繩
々
蟄

々
た
る
は
、

良

に
以
有
る
な
り
。

ち
つ
ち
つ

ま
こ
と

ゆ
え

翁

少
く
し
て
凝
雋
、
亦
た
平
洲
に
學
ぶ
。

讀
書
精
敏
に
し
て
、
詩
才
尤
も
驁
に
し
て
、
觸
る
る

境

流
れ
出
づ
。

と
こ
ろ

嘗
て
自
ら
試
み
、
才
か
一
夜
に
し
て
百
首
を
賦
す
。

わ
づ

平
洲
奇
驚
し
て
曰
く
、

才
華
彬

欝
た
り
、
祗
南
海
に
敵
す
る
に
足
る
、
と
。

ひ
ん
う
つ

是
よ
り
詩
名
一
社
を
噪
が
せ
り
。

さ
わ

翁
軀
幹
鴻
大
に
し
て
、
儀
觀
甚
だ
偉
な
る
も
、
而
も
器
宇
は
寛
朴
に
し
て
、
和
氣
人
を
薫
す
。

其
の
親
に
事
ふ
る
や
、
愉
色
婉
容
と
し
て
中
心
に
根
ざ
す
。

弟
妹
八
人
、
友
于
の
情
藹

々

如
た
る
な
り
。

あ
い
あ
い
じ
よ

雅
淡
に
し
て
、
世
味
に
お
い
て
洒
然
た
る
こ
と
書
生
の
ご
と
し
。

名
流
魁
士
と
と
も
に
游
び
、
花
を
賽
ひ
月
を
賞
で
て
、
快
飮
嘯
傲
し
、
復
た
風
塵
の
丘
堆
し
て
山
積
す

き
そ

め

る
を
覺
ら
ざ
る
な
り
。

癌

に
災
に
罹
り
、
家
産
振
は
ざ
る
も
、
然
れ
ど
も
人
の
災
患
を
視
れ
ば
、
筐
を
傾
け
て
之
を
救
ひ
、

し
き
り

か
か

毫
も
徳
と
す
る
色
無
し
。

翁
夙
に
大
志
有
り
、
數
奇
を
以
て
、
終
に
一
展
す
る
を
得
ず
。

能
く
境
に
素
し
て
逝
き
、
化
に
乘
じ
て
遊
び
、
未
だ
嘗
て
此
を
以
て
神
を
概
き
和
を

滑

さ
ざ
る
な
り
。

な
げ

か
き
み
だ

既
に
老
ゆ
る
も
、
健
歩
壯
啖
に
し
て
、
衰
頽
の

容

無
し
。

か
た
ち

嘗
て
輕
装
し
て
芒
を
履
き
、
關
西
の
諸
州
を
放
浪
す
。

崇
嶽
に
登
り
巨
海
に
航
し
、
徃
く
と
こ
ろ
詩
を
賦
し
筆
を
揮
ひ
、
大
觀
を
快
覩
す
る
に
飽
き
て
、
後
ち
歸

る
。

時
に
年
七
十
四
な
り
。

予
が
先
人
、
耿
介
に
し
て
汎
交
を
喜
ば
ず
。

翁
が
兄
弟
の
外
に
善
く
す
る
と
こ
ろ
は
三
四
人
を
過
ぎ
ず
。

嘗
て
翁
が
家
に
客
た
る
こ
と
二
年
、
嘖

々
と
し
て
髙
義
雅
量
を
稱
せ
り
。

さ
く
さ
く

言
猶
ほ
耳
に
在
り
。

而
し
て
先
人
の
墓
木
已
に
拱
た
り
。

す
で

翁
は
先
人
に
長
ず
る
こ
と
一
歳
に
し
て
、
壽
に
し
て
且
つ
健
な
る
こ
と
是
の
ご
と
し
。

一
た
び
翁
に
謁
す
る
毎
に
、
既
に
翁
の
遐
齡
を
喜
び
、
又
た
先
人
の
俯
仰
の
間
を
脩
せ
ざ
る
を
悲
し
む
。

未
だ
嘗
て
喜
悲
紛
然
た
ら
ざ
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
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噫
、
先
人
を
思
ふ
も
見
る
べ
か
ら
ず
。

あ
あ

時
に
或
ひ
は
父
執
に
謁
し
先
人
の
行
事
を
聞
く
を
得
る
こ
と
、
何
の
樂
し
み
か
之
に
加
へ
ん
。

而
し
て
後
に
先
に
木
に
就
け
ば
、
唯
だ
二
翁
有
る
の
み
。

今
翁
も
亦
た
逝
け
り
。
豈
に
特
だ
先
生
の
悲
し
み
の
み
な
ら
ん
や
。

た

翁
尾
崎
氏
を
娶
り
三
男
五
女
を
生
む
。

長
の
文
善
、
疾
あ
り
。
二
男
、
皆
に
夭
せ
り
。

と
も

我
野
村
の
窪
氏
の
子
、
善
を
養
し
、
配
す
る
に
第
三
女
を
以
て
し
、
家
を
嗣
が
し
む
。

あ
が
の

長
女
は
勝
田
氏
に
適
し
、
次
女
は
保
坂
氏
に
（
適
す
）。

餘
は
皆
な
夭
せ
り
。

尾
崎
氏
先
に
歿
す
。
再
び
平
松
氏
を
娶
り
、
四
女
を
生
む
。

長
は
梶
木
氏
に
嫁
し
、
次
女
は
玉
井
玄
仲
に
、
三
女
は
深
谷
氏
に
（
嫁
す
）。
次
は
夭
せ
り
。

歿
年
八
十
五
、
貞
樹
山
先
塋
の
次
に
葬
ら
る
。

銘
に
曰
く

倏

爾
と
し
て
來
り
、
莫
然
と
し
て
徃
け
り
。

し
ゆ
く
じ

ゆ

其
れ
孰
か
之
を
し
て
し
か
ら
し
む
る
か
、
維
だ
理
の
常
な
り
。

君
徃
け
り
と
雖
も
、
其
の
德
維
れ

光

く
。

か
が
や

雲
と

仍

と
に
告
ぐ
、
孝
思
慶
を
嗣
が
ん
、
と
。

じ
よ
う

田
中
儒
員
金
陵
芳
野
育
撰
す
。

日
官
屬
生
中
西
孚
書
す
。

從
五
位
下
菅
原
朝
臣
前
田
利
豁
隷
す
。

弟
昆
常
建
つ
。

窪
世
祥
刻
す
。

●
人
物

○
蘭
陵
西
澤
翁

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
。
字
は
子
光
、
号
は
蘭
陵
、

西
澤
家
当
主
と
し
て
の
通
称
儀
右
衛
門
。
曠
野
の
長
男
。
父
同
様
、
細
井
平
洲
に
師
事
し
た
。
特
に
詩
に

勝
れ
て
い
た
と
い
う
。
墓
は
長
伝
寺
の
西
澤
家
墓
域
に
あ
る
（
墓
碑
「
与
野
○
六
」
）。

○
弟
淵
斎
先
生
、
弟
昆
常

蘭
陵
の
弟
、
西
澤
常
。
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
か
ら
安
政
五
（
一
八
五
八
）

年
。
字
は
子
典
、
通
称
は
泰
仲
、
号
が
淵
斎
。
曠
野
の
四
男
で
、
昆
家
の
養
子
と
な
り
、
昆
姓
を
昌
す
。

医
者
と
な
る
。
芳
野
金
陵
に
「
昆
子
典
墓
碣
銘
」（
「
金
陵
遺
稿
」
巻
六
）
が
あ
る
。

○
考
諱
周

西
澤
曠
野
。
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
か
ら
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
。
字
は
子
邦
、
通
称

万
次
、
西
澤
家
当
主
と
し
て
の
通
称
儀
右
衛
門
。
折
衷
学
派
の
細
井
平
洲
に
学
ん
だ
が
、
郷
里
の
与
野
に

帰
り
、
名
主
と
し
て
の
務
め
を
果
た
す
傍
ら
、
地
域
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
「
孝
経
」
の
講
読
な
ど
を

通
し
て
郷
人
を
感
化
し
た
。
ま
た
天
明
の
飢
饉
で
は
資
材
を
な
げ
う
っ
て
救
済
に
あ
た
る
な
ど
、
地
域
振

興
に
も
つ
と
め
た
。
与
野
の
俳
人
鈴
木
荘
丹
（
一
七
三
二
～
一
八
一
五
）
や
久
下
戸
村
（
現
川
越
市
）
の

儒
者
奥
貫
友
山
（
一
七
○
八
～
一
七
八
七
）
な
ど
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
。
芳
野
金
陵
に
「
西
澤
愚
公
傳
」

が
あ
る
（
「
金
陵
遺
稿
」
所
収
）
。

○
細
井
平
洲

享
保
一
三
（
一
七
二
八
）
年
か
ら
享
和
元
（
一
八
○
一
）
年
。
本
姓
は
紀
氏
。
号
は
平
洲

ま
た
は
如
来
山
人
、
諱
は
徳
民
、
通
称
は
甚
三
郎
。
字
は
世
馨
。
尾
張
国
知
多
郡
平
島
村
（
現
愛
知
県
東

海
市
）
出
身
。
朱
子
学
等
一
学
派
の
教
え
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
学
派
学
説
の
長
所
を
取
る
と
い
う
、
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い
わ
ゆ
る
「
折
衷
学
」
の
立
場
で
あ
っ
た
。
米
沢
藩
や
尾
張
藩
に
招
か
れ
て
侍
講
や
藩
校
の
学
長
を
務
め

た
り
し
た
。
米
沢
藩
の
上
杉
鷹
山
か
ら
の
信
任
を
受
け
、
米
沢
市
の
松
岬
神
社
に
、
上
杉
鷹
山
と
共
に
祀

ら
れ
て
い
る
。

○
芳
野
南
山

明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
。
名
は
彝
。
字
は
序
卿
。
号
が

南
山
。
芳
野
金
陵
の
父
。
家
は
代
々
下
総
葛
飾
郡
松
ケ
崎
村
の
庄
屋
で
、
彼
は
医
を
業
と
す
る
一
方
、
漢

詩
人
文
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
死
後
「
南
山
詩
文
遺
稿
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

○
芳
野
金
陵

享
和
二
（
一
八
○
三
）
年
か
ら
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
。
名
は
成
育
。
字
は
叔
果
。

通
称
愿
次
郎
。
号
が
金
陵
、
ま
た
匏
宇
。
芳
野
南
山
の
次
男
。
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
、
江
戸
へ
出
て

亀
田
鵬
斎
に
師
事
し
、
や
が
て
私
塾
を
開
い
て
教
授
し
た
。
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
、
駿
河
国
田
中
藩

主
本
多
正
寛
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
儒
臣
と
な
る
。
藩
の
財
政
改
革
、
文
武
学
校
の
創
設
な
ど
藩
の
文
教
政

策
を
推
し
進
め
た
。
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
は
幕
府
に
招
聘
さ
れ
て
昌
平
黌
の
儒
官
と
な
り
、
教
授

・
博
士
も
つ
と
め
た
。
本
碑
文
を
書
い
た
の
は
、
田
中
藩
儒
臣
時
代
の
五
十
歳
の
と
き
。
な
お
金
陵
に
は
、

西
澤
曠
野
の
伝
記
で
あ
る
「
西
澤
愚
公
傳
」
と
曠
野
の
四
男
昆
常
の
墓
碑
銘
で
あ
る
「
昆
子
典
墓
碣
銘
」

が
あ
る
（
い
ず
れ
も
「
金
陵
遺
稿
」
所
収
）。
よ
ほ
ど
西
澤
家
と
親
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
祇
園
南
海

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
年
か
ら
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
。
幼
名
を
与
一
郎
、
名
は
正

卿
、
ま
た
は
瑜
。
字
は
伯
玉
。
号
は
南
海
の
ほ
か
、
蓬
莱
等
。
紀
伊
の
人
で
、
家
は
紀
伊
藩
の
藩
医
。
江

戸
に
出
て
、
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
に
木
下
順
庵
の
門
に
入
る
。
同
十
（
一
六
九
七
）
年
、
父
の
跡
を

継
い
で
、
紀
州
藩
の
儒
臣
と
な
る
。
作
詩
に
秀
で
、
新
井
白
石
・
梁
田
税
巌
と
と
も
に
三
大
家
と
称
さ
れ

た
。
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
に
は
、
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
役
の
任
を
受
け
、
持
ち
前
の
詩
才

を
披
露
す
る
な
ど
大
い
に
活
躍
し
て
名
を
あ
げ
た
。
ま
た
書
画
を
善
く
し
、
服
部
南
郭
、
柳
沢
淇
園
、
彭

城
百
川
と
と
も
に
日
本
文
人
画
の
祖
と
さ
れ
る
。

○
中
西
孚

不
詳
。

○
前
田
利

豁

文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
か
ら
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
。
上
野
七
日
市
藩
の
第
十

と
し
あ
き
ら

一
代
藩
主
。
加
賀
前
田
氏
の
縁
者
で
、
天
保
十
一
（
一
八
四
○
）
年
、
十
八
歳
で
家
督
を
相
続
。
明
治
二

（
一
八
六
九
）
年
の
版
籍
奉
還
で
七
日
市
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
長
子
に
家
督
を
譲
り
、
隠
居
し
た
。

本
篆
額
を
書
い
た
の
は
、
藩
主
時
代
で
、
二
十
九
歳
の
と
き
。

○
窪
世
祥

生
没
年
不
詳
。
正
し
く
は
、
大
窪
世
祥
で
、
名
前
は
世
昌
、
ま
た
世
升
と
も
書
い
た
。
江
戸

後
期
の
石
碑
の
石
工
。
嘉
津
山
『
江
戸
前
の
石
工

窪
世
祥
』
（
第
一
書
房
、
二
○
一
六
）
に
よ
れ
ば
、

そ
の
作
品
は
、
文
化
元
（
一
八
○
四
）
年
か
ら
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。

大
窪
行
（
号
詩
仏
）
と
巻
大
任
の
揮
毫
、
及
び
そ
の
門
下
の
揮
毫
を
雋
刻
す
る
際
に
、
窪
世
昌
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

●
語
注

◎
題
額

○
碣
銘

も
と
も
と
碣
は
、
上
部
が
丸
い
石
碑
で
多
く
生
前
に
建
て
る
も
の
を
指
し
た
が
、
後
に
は
特
に

そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
単
に
石
碑
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

◎
碑
記

○
居
多

多
き
に
居
る
、
大
部
分
を
占
め
る
。

○
累
窟

「
窟
に
累
す
」
で
、
倉
庫
に
し
ま
っ
て
お
く
。

○
廢
舉

物
価
の
安
い
時
に
仕
入
れ
、
高
い
時
に
売
り
出
し
て
利
益
を
得
る
行
為
。
「
史
記
」
仲
尼
弟
子
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列
伝
に
見
え
る
（
子
貢
の
好
ん
だ
こ
と
と
し
て
）。

○
逐
利

利
潤
を
追
求
す
る
。「
史
記
」
平
準
書
に
見
え
る
。

○
賑
急
濟
厄

賑
済
で
、
賑
救
に
同
じ
く
、
金
品
で
人
を
救
う
こ
と
。
四
字
句
で
、
金
品
で
危
急
災
厄
か

ら
人
を
救
う
こ
と
。

○
賦
詩

詩
を
作
る
。

○
言
志

心
に
思
う
こ
と
を
述
べ
る
。
「
尚
書
」
舜
典
に
「
詩
言
志
（
詩
と
い
う
も
の
は
、
人
が
心
に
意

図
す
る
と
こ
ろ
を
言
語
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
）
」
と
あ
る
。
君
子
の
行
い
。

○
間

時
々
。

○
遠

と
お
ざ
か
る
。

○
温
粹

お
だ
や
か
で
純
粋
で
あ
る
。

○
風
流

俗
事
を
捨
て
て
高
尚
な
遊
び
を
す
る
こ
と
。

○
儒
雅

広
く
学
問
を
お
さ
め
た
立
派
な
儒
者
。
ま
た
学
問
が
あ
り
、
上
品
な
さ
ま
。

○
幟

目
印
の
旗
、
の
ぼ
り
。
志
に
通
じ
る
。

○
胸
中

胸
の
内
、
気
持
ち
。

○
悠
々
間

ゆ
っ
た
り
と
し
た
自
由
な
空
間
。
そ
れ
が
心
の
中
に
あ
る
と
す
る
。

○
日
月

日
月
の
よ
う
に
徳
の
高
い
聖
人
。

○
父
執

父
親
の
友
人
。
本
銘
文
の
撰
者
芳
野
金
陵
の
父
は
、
芳
野
南
山
で
、
西
澤
蘭
陵
と
親
し
か
っ
た
。

○
嘉
永
四
年

西
暦
一
八
五
一
年
。
ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
の
二
年
前
。

○
易
簀

す
の
こ
を
か
え
る
。
臨
終
に
及
ん
だ
こ
と
を
言
う
。

○
揮
涙

声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
涙
を
は
ら
う
。

○
半
世

人
生
の
な
か
ば
。

○
相
依
猶
形
與
影

い
つ
も
一
緒
に
い
た
こ
と
の
た
と
え
。

○
汜
若

汜
は
、
枝
川
。
意
味
が
通
じ
な
い
。
氾
の
誤
表
記
と
解
す
る
。
氾
の
意
味
は
、
た
だ
よ
う
。

し

は
ん

若
は
如
に
同
じ
く
、
然
の
意
味
。
氾
若
で
、
拘
束
さ
れ
ず
た
だ
よ
う
さ
ま
。
亡
く
な
っ
て
、
地
上
つ
ま
り

こ
の
世
界
か
ら
、
魂
が
漂
い
出
て
あ
の
世
へ
旅
立
つ
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
賁

か
ざ
る
。

○
玄
宅

死
後
の
住
居
、
墓
。

○
聞
父

父
は
金
陵
の
父
、
芳
野
南
山
を
指
す
。
後
出
す
る
が
、
父
の
死
後
、
金
陵
は
、
亡
父
の
こ
と
に

つ
い
て
旧
友
で
あ
っ
た
蘭
陵
か
ら
い
ろ
い
ろ
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
熟

慣
れ
親
し
む
。
今
で
も
わ
が
身
に
な
じ
ん
で
残
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
視
行

蘭
陵
の
行
為
、
姿
を
目
に
し
た
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○
考

父
親
。

○
妣

母
親
。

○
夙

こ
こ
で
は
、
昔
。

○
平
洲
先
生

細
井
平
洲
。

○
博
學

学
識
が
広
い
さ
ま
。

○
敦
行

人
情
が
あ
つ
い
こ
と
。

○
家
範

そ
の
家
の
者
が
遵
奉
す
べ
き
教
え
。

○
巖

厳
格
で
あ
る
。

○
肅

粛
正
。
つ
つ
し
み
深
く
正
し
い
。

○
祠
堂

祖
先
を
祭
る
み
た
ま
や
。
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○
島
香

香
を
焚
く
。

○
拜
跪

ひ
ざ
ま
ず
き
、
か
し
こ
ま
っ
て
お
辞
儀
を
す
る
。

○
誦

声
を
あ
げ
て
読
む
。

○
孝
經

儒
教
の
経
典
。
孔
子
と
弟
子
の
曾
子
と
の
問
答
体
で
孝
の
あ
り
方
を
説
い
た
も
の
。
「
身
体
髪

膚
こ
れ
を
父
母
に
受
く
。
あ
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
め
な
り
」
の
句
は
有
名
。
家
庭
道
徳
で
あ
っ
た

孝
を
、
政
治
思
想
の
レ
ベ
ル
に
高
め
て
大
系
化
し
た
も
の
で
、
総
文
字
数
二
千
字
程
度
と
比
較
的
短
い
中

に
思
想
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
儒
教
の
入
門
書
と
し
て
広
く
長
く
読
み

継
が
れ
て
き
た
。

○
家
訓

一
家
の
き
ま
り
。

○
琅
々

宝
玉
や
金
属
が
触
れ
あ
っ
て
鳴
る
美
し
い
音
。
孝
経
朗
読
の
素
晴
ら
し
い
声
を
喩
え
る
。

○
順
孫

孝
孫
。
祖
父
母
に
よ
く
仕
え
る
孫
。

○
繩
々

絶
え
間
な
く
続
く
さ
ま
。

○
蟄
々

和
ら
ぎ
集
ま
る
さ
ま
。

○
凝
雋

熟
語
は
無
い
が
、
凝
は
、
こ
ら
す
、
堅
固
な
も
の
に
す
る
。
雋
は
、
俊
に
通
じ
、
才
能
が
傑
出

し
て
優
れ
て
い
る
。
凝
雋
で
、
傑
出
し
た
才
能
の
か
た
ま
り
、
と
解
し
た
。

○
亦

父
の
曠
野
に
引
き
続
き
、
蘭
陵
も
ま
た
平
洲
に
学
ん
だ
。

○
精
敏

物
事
に
通
じ
て
い
て
賢
い
さ
ま
。

○
驁

古
代
の
伝
説
上
の
駿
馬
の
名
。
速
く
走
る
、
先
頭
切
っ
て
走
る
。

○
觸
境

熟
語
は
無
い
が
、
境
は
処
と
同
義
の
「
場
所
」
と
す
れ
ば
、
触
境
は
、
ふ
れ
る
と
こ
ろ
、
到
る

と
こ
ろ
。

○
流
出

詩
文
が
口
か
ら
流
れ
出
る
こ
と
。

○
奇
驚

熟
語
は
無
い
が
、
奇
は
、
動
詞
化
し
て
め
っ
た
に
な
い
優
れ
た
こ
と
と
考
え
る
。
奇
驚
で
、
驚

き
め
っ
た
に
な
い
優
れ
た
こ
と
だ
と
み
な
し
た
。

○
才
華

文
才
な
ど
外
に
現
れ
た
才
智
。

○
彬
欝

欝
は
、
蔚
に
同
じ
。
彬
蔚
は
、
文
彩
の
盛
ん
な
さ
ま
。

う
つ

○
敵

匹
敵
す
る
。

○
祗
南
海

祇
園
南
海
。
中
国
風
に
姓
を
漢
字
一
文
字
で
表
し
た
も
の
。

○
噪

と
ど
ろ
く
。

○
一
社

平
洲
一
門
を
詩
の
結
社
と
み
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
軀
幹

か
ら
だ
の
骨
組
み
。
か
ら
だ
。

○
鴻
大

大
き
い
。

○
儀
觀

威
儀
（
お
ご
そ
か
で
礼
義
に
か
な
っ
た
行
動
や
態
度
）
。

○
偉

立
派
で
優
れ
て
い
る
。

○
器
宇

器
量
。
心
の
広
さ
。
度
量
、
見
識
。

○
寛
朴

熟
語
は
無
い
が
、
寛
は
、
広
い
、
寛
大
。
朴
は
、
純
朴
。

○
和
氣

な
ご
や
か
な
気
分
、
雰
囲
気
。

○
薫

香
り
を
つ
け
る
、
人
に
よ
い
感
化
を
与
え
る
。

○
愉
色

喜
び
に
満
ち
た
顔
つ
き
。

○
婉
容

柔
和
な
姿
、
お
と
な
し
い
態
度
。

○
根

根
ざ
す
、
根
を
は
る
。

○
中
心

心
の
中
。
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○
友
于

兄
弟
の
仲
が
よ
い
こ
と
、
兄
弟
を
敬
愛
す
る
こ
と
。「
友
于
兄
弟
」
の
上
二
字
を
取
っ
た
。

○
藹
々

穏
や
か
な
さ
ま
。

○
雅
淡

雅
や
か
で
飾
り
気
の
な
い
こ
と
。

○
世
味

世
間
の
人
情
。

○
洒
然

心
に
け
が
れ
や
わ
だ
か
ま
り
が
な
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
る
さ
ま
。

○
書
生

読
書
人
。
生
徒
。

○
名
流

世
に
名
の
通
っ
た
人
、
名
輩
。

○
魁
士

大
学
者
。

○
賽
花

熟
語
は
無
い
が
、
賽
は
、
競
争
す
る
。
花
を
愛
で
て
そ
の
美
し
さ
を
比
較
し
て
競
う
こ
と
だ
ろ

う
。

○
快
飮

快
く
酒
を
飲
む
こ
と
。

○
嘯
傲

声
を
の
ば
し
て
吟
じ
る
。

○
風
塵

土
ぼ
こ
り
。
俗
世
間
、
世
俗
。

○
丘
堆

熟
語
は
無
い
が
、
山
積
と
同
義
だ
ろ
う
。

○
山
積

山
の
よ
う
に
う
ず
高
く
つ
も
る
。

○
癌

し
き
り
に
。

○
家
産

家
の
財
産
、
身
代
。

○
傾
筐

あ
り
っ
た
け
の
も
の
を
出
す
こ
と
。

○
毫

細
長
い
毛
。
少
し
も
。

○
徳
色

徳
の
あ
る
の
を
誇
る
顔
つ
き
。

○
夙

若
い
こ
ろ
。

○
大
志

遠
大
な
志
。

○
數
奇

不
運
。

○
展

の
ば
す
、
羽
を
広
げ
る
。
才
能
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
の
た
と
え
。

○
素

あ
る
境
地
に
位
置
す
る
。
「
礼
記
」
中
庸
に
「
君
子
素
其
位
而
行
、
不
願
乎
其
外
。
素
富
貴
行
乎

富
貴
、
素
貧
賤
行
乎
貧
賤
、
素
夷
狄
行
乎
夷
狄
、
素
艱
難
行
乎
艱
難
（
君
子
は
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
と
き

は
そ
の
地
位
で
行
う
べ
き
事
を
行
い
、
そ
の
他
の
事
を
行
う
こ
と
を
望
ま
な
い
。
富
貴
で
あ
っ
た
ら
富
貴

の
行
い
を
し
、
貧
賤
で
あ
っ
た
ら
貧
賤
の
行
い
を
し
、
夷
狄
の
中
に
あ
っ
た
ら
夷
狄
の
行
い
を
し
、
艱
難

の
中
に
あ
っ
た
ら
艱
難
の
行
い
を
す
る
）
」
と
あ
る
。
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
行
い
を
し
て
、
そ
れ
以

上
の
高
望
み
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
。

○
境

自
分
の
お
か
れ
た
境
遇
。

○
逝

逝
去
す
る
だ
が
、
生
涯
を
全
う
す
る
、
だ
ろ
う
。

○
乘
化

自
然
の
ま
ま
に
従
う
、
生
命
が
変
化
す
る
の
に
従
う
こ
と
。
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
に
「
聊
乘

化
以
歸
盡
、
樂
夫
天
命
復
奚
疑
（
自
然
の
変
化
に
わ
が
身
を
あ
わ
せ
、
生
命
の
終
わ
る
の
を
待
ち
受
け
る
。

天
命
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
楽
し
む
境
地
に
入
れ
ば
、
も
は
や
何
の
迷
い
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
」
）

と
あ
る
。

○
遊

自
由
自
適
に
生
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。

○
概

慨
に
通
じ
る
。
な
げ
く
。

○
神

精
神
、
心
。

○
滑

滑
は
、
汨
（
か
き
み
だ
す
）
に
同
じ
。

○
和

心
の
調
和
。
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○
健
歩

足
が
達
者
な
こ
と
。

○
壯
啖

食
欲
が
旺
盛
な
こ
と
。

○
衰
頽

体
や
精
神
が
衰
弱
す
る
こ
と
。

○
容

す
が
た
、
姿
態
。

○
芒

カ
ヤ
の
一
種
。
こ
こ
で
は
芒
鞋
、
芒
履
で
、
わ
ら
じ
。

○
快
覩

心
地
よ
く
見
る
。

○
大
觀

雄
大
な
景
色
。

○
先
人

亡
父
。

○
耿
介

狷
介
に
同
じ
。
節
操
を
堅
持
し
て
世
俗
に
お
も
ね
ら
な
い
。

○
汎
交

広
い
交
際
。

○
客

客
人
と
し
て
逗
留
す
る
。
一
応
、
亡
父
が
逗
留
し
、
亡
父
が
翁
を
褒
め
た
言
葉
が
、
私
の
耳
に
残

っ
て
い
る
、
と
解
し
た
。
あ
る
い
は
、
芳
野
金
陵
が
逗
留
し
、
翁
が
亡
父
を
褒
め
た
言
葉
が
、
私
の
耳
に

残
っ
て
い
る
、
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
嘖
々

称
賛
嘆
息
の
声
。

○
髙
義

行
い
が
崇
高
で
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
。

○
雅
量

広
い
度
量
、
寛
大
な
気
性
。

○
墓
木
已
拱

拱
は
、
両
手
で
抱
え
る
。
墓
に
植
え
た
木
が
両
手
で
抱
え
る
ほ
ど
に
な
る
。
死
後
長
い
年

月
が
経
っ
た
こ
と
を
言
う

○
遐
齡

遐
は
、
は
る
か
に
遠
い
。
長
寿
。

○
脩

長
く
す
る
。

○
俯
仰
之
間

わ
ず
か
の
間
。

○
紛
然

世
の
中
が
乱
れ
て
い
る
さ
ま
。
日
本
語
的
用
法
で
は
、
ご
た
ご
た
し
て
い
る
さ
ま
。
こ
ち
ら
で

あ
ろ
う
か
。

○
行
事

過
去
の
事
柄
。

○
就
木

棺
に
入
る
こ
と
。

○
二
翁

一
翁
の
誤
り
で
は
な
い
か
。
こ
の
碑
文
で
翁
と
は
、
蘭
陵
を
指
す
。
二
翁
の
語
は
な
じ
ま
な
い
。

○
先
生

蘭
陵
の
弟
、
常
、
淵
斎
の
こ
と
。

○
我
野
村

現
在
の
飯
能
市
北
西
部
の
吾
野
あ
た
り
。
江
戸
時
代
は
上
我
賀
村
と
下
我
野
村
が
あ
っ
た
。

○
善

渡
辺
刀
水
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」
（
以
下
「
渡
辺
」
）
に
よ
れ
ば
、
名
は
善
右
衛
門
。
「
酒
に
強

か
っ
た
以
外
は
全
く
無
趣
味
の
人
」
だ
っ
た
と
い
う
。

○
第
三
女

「
渡
辺
」
に
よ
れ
ば
、
四
女
。
名
は
満
佐
（
ま
さ
）
。
家
庭
で
父
か
ら
教
育
を
受
け
て
和
漢

の
学
に
通
じ
た
才
媛
で
あ
っ
た
。
あ
る
大
名
の
奥
に
仕
え
江
戸
に
数
年
い
た
が
、
帰
郷
後
婿
を
取
っ
た
の

が
前
掲
の
善
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
い
う
。

○
先
塋

祖
先
の
墓
域
。

○
倏
爾

す
み
や
か
な
さ
ま
。

○
莫
然

ひ
っ
そ
り
と
し
て
語
ら
な
い
こ
と
。

○
光

光
り
輝
く
。

○
雲
與
仍

本
人
か
ら
七
世
代
あ
と
の
孫
を
仍
孫
と
い
い
、
八
世
代
あ
と
の
孫
を
雲
孫
と
い
う
。

仍
は
、

連
続
す
る
こ
と
、
雲
は
雲
の
よ
う
に
遙
か
彼
方
の
意
。

○
孝
思

親
に
孝
行
す
る
思
い
。

○
慶

幸
い
。
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●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
善
き
名
声
と
風
流
儒
雅
の
人
】

財
貨
を
溜
め
る
こ
と
に
日
を
費
や
し
、
投
機
的
な
活
動
を
し
て
利
益
を
追
い
求
め
る
、
そ
れ
で
い
て
そ

の
利
益
で
以
て
危
急
や
災
厄
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
は
善
き
名
声
の
み
な
ら
ず
悪
い

評
判
も
立
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
詩
を
作
っ
て
志
を
述
べ
る
と
い
う
君
子
の
行
い
が
で
き
た
と
し
て
も
、
少
し
で
も
穏
や
か
さ
や
純

粋
さ
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
で
あ
っ
て
は
、
風
流
儒
雅
の
名
を
奪
わ
れ
る
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
。

そ
の
胸
の
う
ち
が
広
々
と
開
け
て
い
て
、
世
俗
と
は
別
の
悠
々
と
し
た
空
間
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、

日
月
の
ご
と
き
聖
人
に
近
い
人
だ
と
し
て
も
、
善
き
名
声
や
風
流
儒
雅
の
名
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。

私
の
父
親
の
友
人
で
あ
っ
た
西
澤
蘭
陵
翁
こ
そ
は
、
そ
う
し
た
善
き
名
声
を
得
た
風
流
儒
雅
の
人
で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
翁
の
逝
去
と
碑
文
の
依
頼
】

西
澤
蘭
陵
翁
は
、
嘉
永
四
年
辛
亥
の
歳
、
正
月
十
一
日
を
以
て
臨
終
に
及
び
、
埋
葬
さ
れ
た
。

翁
の
弟
の
西
澤
常
淵
齋
先
生
が
、
涙
を
拭
い
な
が
ら
私
に
こ
う
語
っ
た
。

「
私
の
兄
は
、
そ
の
半
生
を
自
宅
で
暮
ら
し
、
そ
の
間
、
兄
と
私
と
は
形
と
影
の
よ
う
に
い
つ
も
一
緒
だ

っ
た
。
そ
れ
が
、
今
や
、
ふ
わ
り
と
漂
い
な
が
ら
、
私
を
こ
の
地
に
残
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
兄
の
墓

碑
銘
を
書
い
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
で
お
墓
を
か
ざ
り
た
い
の
で
す
」
と
。

あ
あ
、
私
は
、
翁
か
ら
父
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
声
は
ま
だ
耳
に
残
っ
て
お
り
、
翁
の
行
為

や
姿
も
ま
だ
目
に
残
っ
て
い
る
。
（
そ
の
よ
う
に
翁
と
親
し
く
交
わ
り
、
恩
義
の
あ
る
私
が
、
）
ど
う
し

て
碑
文
の
依
頼
を
断
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
（
今
こ
こ
に
墓
碑
銘
を
記
す
。
）

【
翁
の
出
自
】

翁
は
、
武
蔵
の
国
足
立
郡
与
野
村
の
で
あ
る
人
。

【
翁
の
父
親
と
一
家
】

父
親
の
諱
は
周
で
、
母
親
は
山
口
氏
で
あ
る
。

翁
の
父
親
西
澤
曠
野
は
、
昔
、
細
井
平
洲
先
生
に
学
ん
だ
が
、
学
識
の
広
さ
と
篤
い
人
情
の
持
ち
主
と

し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
。

内
孫
外
孫
あ
わ
せ
て
四
十
人
あ
ま
り
い
た
。

【
西
澤
家
の
家
の
教
え
と
「
孝
」
】

西
澤
家
の
教
え
は
、
厳
格
で
は
な
か
っ
た
が
、
つ
つ
し
み
深
く
正
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

毎
朝
、
弟
子
を
率
い
て
、
先
祖
を
祀
る
み
た
ま
や
に
参
拝
し
、
香
を
焚
き
、
跪
い
て
礼
拝
し
て
、
全
員

で
「
孝
経
」
を
誦
読
し
た
。

そ
う
し
て
後
に
、
よ
う
や
く
朝
食
の
場
に
就
く
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
永
く
家
訓
と
し
て
い
た
。

「
孝
経
」
誦
読
の
美
し
い
声
は
、
今
に
至
る
ま
で
延
々
と
鳴
り
響
い
て
い
る
。

西
澤
家
に
、
親
孝
行
な
子
や
孫
が
絶
え
間
な
く
続
き
、
和
ら
ぎ
集
っ
て
い
る
の
も
、
ま
こ
と
に
も
っ
と

も
な
こ
と
で
あ
る
。

【
翁
の
学
問
、
詩
才
】

翁
は
、
年
若
い
こ
ろ
か
ら
傑
出
し
た
才
能
の
か
た
ま
り
で
、
父
親
に
引
き
続
き
細
井
平
洲
に
入
門
し
て

学
ん
だ
。

そ
の
学
問
は
万
事
に
通
じ
て
賢
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
詩
才
に
お
い
て
突
出
し
た
も
の
が
あ
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っ
た
。
折
に
触
れ
て
は
、
詩
文
が
口
か
ら
流
れ
出
る
よ
う
に
発
し
た
。

か
つ
て
、
わ
ず
か
一
晩
で
、
百
首
の
漢
詩
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

師
の
平
洲
も
、
驚
き
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
だ
と
褒
め
て
言
っ
た
、

「
そ
の
文
才
の
盛
ん
な
こ
と
は
、
祇
園
南
海
に
も
匹
敵
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
」
と
。

こ
れ
よ
り
翁
の
詩
名
は
、
一
門
に
と
ど
ろ
き
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

【
翁
の
人
と
な
り
】

翁
は
体
格
が
大
き
く
、
威
儀
が
と
て
も
立
派
だ
っ
た
が
、
度
量
は
広
く
寛
大
で
、
か
も
し
だ
す
和
や
か

な
雰
囲
気
は
人
び
と
に
よ
い
感
化
を
与
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。

【
親
へ
の
孝
と
兄
弟
へ
の
友
愛
】

親
に
仕
え
る
と
き
は
、
喜
び
に
満
ち
た
顔
つ
き
で
柔
和
な
姿
を
見
せ
、
心
の
底
か
ら
孝
を
尽
く
す
姿
勢

を
見
せ
て
い
た
。

弟
と
妹
が
八
人
い
た
が
、
た
が
い
に
慈
し
み
あ
う
心
は
、
ま
こ
と
に
穏
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
雅
や
か
だ
が
飾
り
気
が
無
く
、
世
間
の
人
情
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
心
が
さ
っ
ぱ
り

と
し
て
お
り
、
ま
る
で
書
生
の
よ
う
に
素
直
で
初
々
し
か
っ
た
。

【
世
俗
を
超
越
し
た
楽
し
み
】

名
輩
や
学
者
た
ち
と
遊
行
し
て
は
、
花
を
競
い
、
月
を
愛
で
た
。
気
持
ち
よ
く
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
は

詩
を
吟
じ
て
楽
し
み
、
世
間
で
、
世
俗
の
土
ぼ
こ
り
が
積
も
っ
て
も
全
く
気
に
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

【
困
窮
者
の
救
済
】

家
が
繰
り
返
し
火
災
に
あ
い
、
身
代
は
振
る
わ
な
く
な
っ
た
が
、
他
の
人
が
災
い
に
遭
っ
て
困
難
に
陥

る
と
、
家
産
を
傾
け
て
で
も
そ
れ
を
救
済
し
た
。
し
か
も
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
少
し
も
誇
り
と

す
る
よ
う
な
気
配
も
示
さ
な
か
っ
た
。

【
境
遇
を
素
と
す
る
】

翁
は
若
い
頃
は
世
に
出
る
と
い
う
大
志
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
不
運
に
み
ま
わ
れ
て
、
結
局
羽
を
羽

ば
た
か
せ
て
飛
び
立
つ
こ
と
は
で
き
ず
、
郷
里
で
一
生
を
終
え
た
。

し
か
し
、
そ
の
境
遇
に
甘
ん
じ
て
そ
の
地
位
で
行
う
べ
き
事
を
行
っ
て
生
涯
を
全
う
し
、
自
然
の
ま
ま

に
従
っ
て
自
由
自
適
に
生
き
た
。

自
ら
の
境
遇
に
つ
い
て
精
神
的
に
嘆
い
た
り
、
心
の
調
和
を
失
う
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
無
か
っ
た
の

で
あ
る
。

【
老
年
の
強
健
ぶ
り
】

翁
は
歳
を
取
っ
て
か
ら
も
、
足
腰
が
強
健
で
、
健
啖
で
あ
り
、
気
持
ち
も
体
も
少
し
も
衰
え
る
兆
し
す

ら
見
せ
な
か
っ
た
。

か
つ
て
、
軽
装
で
草
鞋
を
履
き
、
関
西
の
国
々
を
き
ま
ま
に
旅
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

高
い
山
に
登
り
、
大
海
を
船
で
お
し
渡
り
、
至
る
と
こ
ろ
で
詩
を
作
っ
た
り
、
筆
を
振
る
っ
て
揮
毫
し

た
り
し
た
。
そ
し
て
雄
大
な
景
観
を
、
あ
き
る
ほ
ど
心
地
よ
く
眺
め
渡
っ
て
、
よ
う
や
く
帰
郷
し
た
の
だ

っ
た
。
そ
れ
は
実
に
、
翁
の
年
七
十
四
歳
の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
金
陵
の
父
と
翁
と
の
交
際
】

私
の
亡
父
は
、
頑
固
で
他
人
に
和
合
せ
ず
、
幅
広
い
交
際
を
好
ま
な
か
っ
た
。

そ
の
亡
父
が
交
わ
っ
た
の
は
、
翁
と
そ
の
兄
弟
以
外
で
は
三
四
人
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
（
か
ず
少
な
い

友
人
の
過
半
が
翁
と
そ
の
一
族
で
あ
っ
た
）

亡
父
は
翁
の
家
に
二
年
間
ほ
ど
客
人
と
し
て
逗
留
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
り
、
亡
父
が
翁
の
こ

と
を
、
行
い
が
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
、
広
い
度
量
、
寛
大
な
気
性
の
持
ち
主
で
あ
る
と
称
賛
し
た
こ
と
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が
あ
っ
た
。
そ
の
言
葉
が
、
今
も
私
の
耳
に
残
っ
て
い
る
。

【
父
没
後
の
翁
と
の
交
わ
り
と
別
れ
】

そ
の
亡
父
も
鬼
籍
に
入
っ
て
か
ら
長
い
年
月
が
経
っ
た
。

翁
は
亡
父
よ
り
一
年
年
長
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
の
長
寿
と
健
康
ぶ
り
は
、
既
に
述
べ
て
き

た
通
り
で
あ
る
。

私
は
翁
に
お
目
に
か
か
る
た
び
に
、
翁
の
長
寿
を
喜
ぶ
一
方
、
亡
父
が
長
く
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
悲
し
む
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
の
だ
っ
た
。
ま
さ
に
悲
し
み
と
喜
び
と
が
一
度
に
押
し
寄
せ
る
さ
ま
だ

っ
た
。

あ
あ
、
し
か
し
、
亡
父
を
い
く
ら
思
っ
て
も
、
も
う
二
度
と
お
会
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
時
折
、
父
の
友
人
だ
っ
た
翁
に
お
会
い
し
、
父
の
生
前
の
言
葉
や
行
い
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
父
は
先
だ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
ち
ら
側
に
は
た
だ
、
翁
お
一
人
だ
け
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翁
も
ま
た
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
こ
れ
は
父
を
亡
く
さ
れ
た
淵
斎
先
生
だ
け
の
悲
し

み
で
は
な
い
。
（
亡
父
と
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
翁
を
失
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
悲
し
み
で
あ

る
。）

【
翁
の
家
族
】

翁
は
尾
崎
氏
を
娶
り
、
三
男
五
女
を
生
ん
だ
。

長
男
の
文
善
は
、
疾
持
ち
で
、
二
男
と
と
も
に
、
夭
逝
し
た
。

吾
野
村
の
窪
氏
の
子
、
善
を
養
子
と
し
、
三
女
を
め
あ
わ
せ
て
、
家
を
嗣
が
せ
た
。

長
女
は
勝
田
氏
に
、
次
女
は
保
坂
氏
に
嫁
い
だ
。

そ
の
他
の
女
子
は
夭
逝
し
た
。

尾
崎
氏
は
翁
に
先
ん
じ
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
平
松
氏
を
後
妻
と
し
て
迎
え
た
。
平
松
氏
は
、
四
人

の
娘
を
生
ん
だ
。

長
女
は
梶
木
氏
に
、
次
女
は
玉
井
玄
仲
に
、
三
女
は
深
谷
氏
に
嫁
い
だ
。
四
女
は
夭
逝
し
た
。

【
翁
の
逝
去
と
埋
葬
】

翁
は
没
年
八
十
五
歳
。
貞
樹
山
長
伝
寺
の
一
族
の
墓
域
に
葬
ら
れ
た
。

【
銘
】

銘
に
言
う
、

速
や
か
に
や
っ
て
来
て
、

ひ
っ
そ
り
と
去
っ
て
行
く
。

（
こ
う
し
た
人
の
一
生
は
）
誰
が
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
、

そ
れ
は
「
理
」
の
常
な
の
だ
。

あ
な
た
は
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
が
、

そ
の
優
れ
た
徳
は
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。

子
々
孫
々
に
告
げ
ん
、

孝
の
思
い
こ
そ
、
幸
い
を
継
ぐ
も
の
だ
、
と
。

【
記
事
】

田
中
藩
の
儒
員
、
金
陵
芳
野
育
が
撰
し
た
。

日
官
屬
生
の
中
西
孚
が
書
し
た
。

從
五
位
下
菅
原
朝
臣
前
田
利
豁
が
隷
書
の
額
題
を
書
し
た
。
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弟
の
昆
常
が
建
て
た
。

窪
世
祥
が
雋
刻
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
化
三
十
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
五
五

足
立
郡
之
二
十
一

●
與
野
領

◎
與
野
町
：
寺
院

○
長
傳
寺

「
淨
土
宗
、
江
戸
增
上
寺
末
、
貞
樹
山
觀
智
院
と
號
す
、
古
は
御
朱
印
地
な
り
し
が
、
後
故
あ
り
て
収
公

せ
ら
れ
し
と
云
、
開
山
は
普
光
觀
智
國
師
な
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
以
前
草
創
あ
り
し
古
刹
を
中
興
せ
し
な
る

べ
し
と
云
、
本
尊
は
彌
陀
の
立
像
長
三
尺
許
、
作
は
定
朝
と
も
或
は
運
慶
と
も
云
、
内
佛
の
本
尊
は
三
尊

の
彌
陀
長
一
尺
三
寸
許
、
惠
心
の
作
な
り
、
又
愛
染
の
像
あ
り
、
長
五
寸
許
、
運
慶
の
作
な
り
、
佛
前
に

葵
御
紋
を
彫
た
る
木
地
の
香
爐
一
箇
あ
り
、
公
よ
り
御
寄
附
の
も
の
な
り
と
云
ふ
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）

巻
之
十

◎
與
野
町
：
仏
寺

○
長
伝
寺

「
縱
四
十
八
間
横
四
十
六
間
面
積
六
百
二
十
四
坪
町
の
北
端
に
あ
り
淨
土
宗
東
京
芝
增
上
寺
の
末
派
た
り

（
以
下
「
風
土
記
稿
」
）」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集
（
上
）
』（
一
九
六
八
）。

・
『
与
野
市
史

中
・
近
世
史
料
編
』（
一
九
八
三
）
。

・
嘉
津
山
清
『
江
戸
前
の
石
工

窪
世
祥
』（
第
一
書
房
、
二
○
一
六
）。
拓
本
も
収
録
。

②
論
文
な
ど

・
渡
邉
刀
水
「
西
澤
曠
野
と
其
子
孫
」『
埼
玉
史
談
』（
四
ノ
五
、
一
九
三
三
）
、『
渡
辺
刀
水
集
』
四
（
青

裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
）
所
収
。

・
『
与
野
市
史
・
通
史
編

上
巻
』（
一
九
八
七
）。

③
関
連
碑
文

・
「
西
澤
曠
野
の
墓
碑
」（
「
与
野
○
四
」）

・
「
西
澤
曠
野
夫
人
の
墓
碑
」（
「
与
野
○
五
」）

・
「
史
蹟
西
澤
曠
野
先
生
墓
所
碑
」（
「
与
野
○
七
」
）

以
上

二
○
二
四
年
三
月

薄
井
俊
二
訳
す


